
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の生活目標 

《みんなのものを大切にしよう》 
         生活指導部 島田 真里 

 

 学校では、みんなで使う物がたくさんあります。

図書室の本や遊び道具、掃除用具など全てみんなで

利用する物です。先日、自分から学級文庫の本を片

付けている子をみかけ何だか嬉しくなりました。自

分の物ではない物ですが、そういう物を大切に使っ

たり片付けたりできる人は、学習したことも素直に

心に入ります。後から使う人のことを考え、みんな

で使う物を大切にする心を、育てていきたいと思い

ます。 

  

開一小だより 
第３８４号 

平成３０年１２月３日発行 

練馬区立開進第一小学校 

校長  石神 徹 

キャッチボールの学校 
校長 石神 徹 

 「いくよ～」・・・「ナイスキャッチ！」４年生は１１月上
旬、ジャイアンツアカデミーのコーチからベースボール型ゲー
ムの基礎を学びました。上から投げるイメージをつかむ動きな
どを教わった後、遠投ゲームに入りました。捕ったボールを中
継して、ホームベースにいる友だちまでランナーよりも早く届
かせます。初めは、なかなか滑らかにいかなかった守備陣でし
たが、後半は一変していました。何があったのでしょうか？ 
 「キャッチボールは相手が捕りやすいように投げることが大
事だよ。ゲームで投げるときも同じ。どこをめがけて投げたら
いいの？」と途中にコーチの声かけがあったのです。それまで
のように早さにあせるのではなく、子どもたちの動きや送球は
捕り手に配慮したものとなっていました。私はプロコーチの語
りかけに学ぶとともに、このような相手に配慮した送球やキャ
ッチボールは“ともに生きる”学校にあって、さらに繰り広げ
られるべきものとして、強く心に留めました。 
 去る深秋の“かいいちアートの森”でもこのようなキャッチ
ボールが広がっていました。作り手は作品に込めた思いが伝わ
るように工夫し、加えて、ふさわしく名付けます。鑑賞者たる
受け手はその思いをしっかりと受け止めます。鑑賞記録「みつ
けた！いいな。」にそれが如実に表れています。『キラキラｆ
ｉｓｈ（１年）』へ「水が本当に流れているようだったから。
うろこが一つだけ光っていてきれいでした。」６年より。『で
んせつグアマナ（２年）』へ「ドラゴンがかっこよく、その上
にのんびりしているのがよかったです。」５年より。『たから
もの大作戦（３年）』へ「いろいろな宝物がかくされていそう
でした。ぶどうが好きだからぶどう島をつくったんじゃないか
な、と思いました。」４年より。捕りやすいように胸めがけて
投げたボールをしっかり受け止める様はさらに。『共同製作（教
職員）』へ「バランスよく色合いを使っていて切り方がとても
きれいでした。先生ってすごいなと思いました。」５年より。
『♥の森（用務職員）』へ「そうじをして集めた落ち葉を上手に
活用していいなと思いました。」５年より。錦のような校庭が
一新した集会は子どもたちの心に残りました。『ロックフェス
（６年）』へ「６年生が力を合わせておどっていました。力を
合わせると、かっこいいおどりができるんだなと思いました。」
３年より。 
 挙げた例にとどまりません。キャッチボールの極意のごとく、
思いをわかりやすく、誠実に伝える努力を惜しまなければ、必
ずやしっかりと受け止める子どもが広がってくるという意を強
くしています。 
 
 転じて、家庭におけるキャッチボールはいかがでしょうか。
子どものことを思わぬ保護者はおりません。しかし、保護者の
思いが直接伝わることは、容易でないと思われる方が多いでし
ょう。特に、思春期を迎えるころには。子どもに伝わる投げ方、
そう、語り方には受け取りやすいような工夫を施すことも必要
でしょう。時・場所・語り方・引き出し方・その場を共有する
人などなど。例え、反発しようとも、子どもは保護者が内心は
大好きです。キャッチボールの学校ならぬ、キャッチボールの
家庭となるよう、保護者のみなさまの送球を期待します。 
 
 受け取りやすいように思いを伝える工夫に努めるキャッチボ
ールは“ともに生きる”学校の生命線。人と人がベースボール
型ゲームのように、滑らかにつながります。全校児童は６４８
人。自分を除く６４７人とキャッチボールができるのです。い
や、しなければならないのです。そうして、成長していかなけ
ればならないのです。多くの人と関わる学校だからこそ、キャ
ッチボールの心意気を大切にしていきます。 

１２月の行事予定 
 

３日（月） 全校朝会 安全指導 委員会 

４日（火） 連合音楽鑑賞教室（５年） 

５日（水） 児童集会 

６日（木） ５時間授業（水曜時程） 

      希望制個人面談 

７日（金） 食育クイズ  

５時間授業（水曜時程） 避難訓練 

 希望制個人面談 

 ８日（土） 土曜授業日 スペシャル集会 

１０日（月） 全校朝会 クラブ 

１１日（火） ５時間授業（水曜時程）  

      希望制個人面談 

１２日（水） 児童集会 

１３日（木） 代表委員会あいさつ運動 

       オリパラ講演会・すもう（３年） 

１７日（月） 全校朝会 委員会 

 オリパラ講演会・盲目のピアニスト（１・２年） 

１９日（水） 音楽朝会 期末短縮開始 午前授業 

２０日（木） 午前授業（１年） ５時間授業（２～６年） 

２１日（金） 午前授業（１～３年） ５時間授業（４～６年） 

２３日（日） 天皇誕生日 

２４日（月） 振替休日 

２５日（火） 午前授業 終業式 給食終 

 

２６日（水）～１月７日（月） 冬季休業日 

１月８日（火） ３時間授業 始業式 

  ９日（水） 給食始 安全指導 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新装開店！開一まつり」                         特別活動部 本間 愛子 

 今年度は、これまでたてわり班で活動していたスペシャル集会を、クラスごとにお店を開く「開一

まつり」として開催します。３年生以上のクラスがそれぞれお店（アトラクション）の内容を考え、

協力して準備を進めたり、楽しんだりすることでクラスの仲間意識や連帯感を高めていけるよう計画

しているところです。ボウリング、お芝居、風船まとあて、たからさがし…などなど。１、２年生は

お客さんとして楽しみます。土曜授業日の開催ですので、子どもたちの様子をどうぞご参観ください。 

 

 ○１２月８日（土）８：３０～８：４０ 集会（はじめの会） 

９：１５～１１：３０ 開一まつり 

 

 

 

「みんなの音楽会」                 和太鼓クラブ  柳澤 綾 

12 月１日（土）に開進第一中学校で「みんなの音楽会」が開催されます。開一小からは、和太鼓ク

ラブと合唱団が日頃の練習の成果を発表します。和太鼓クラブは、部長・副部長を中心に、４年生か

ら６年生までが互いに教え合い、協力して練習をしています。クラブの時間だけでなく、朝練習を重

ねて力強い音で太鼓を叩けるようになってきました。 

合唱団でも和太鼓クラブでも、大きな発表を前に子供達はとても張り切っています。息の合った演

奏を聴いていただけたらうれしいです。 

 

「連合音楽鑑賞教室」                    ５年  岡本 至 

１２月４日（火）に練馬文化センター大ホールにて、「練馬区小学校連合音楽鑑賞教室」が行われま

す。東京都交響楽団によるオーケストラの生演奏を鑑賞し、音楽の素晴らしさにふれるとともに、音

楽を聴くマナーも学習してきます。 

音楽室で学習した楽曲を、文化センターではオーケストラの奏でるハーモニーにつつまれて、音楽

のもつ魅力を全身で感じながら学習してきます。耳だけでなく、目と肌を通して聴こえてくる音楽に

心ふるわせる、そんな素晴らしい時間にしてきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お知らせ＞ 「リサイクルについて」                  

  以下の物を回収しています。学校へ持って行く際は、袋から出して、中身だけ入れてください。 

 ペットボトルキャップ [きれいに洗って乾かしたものをお願いします。] 

⇒児童会で回収（各クラス、職員玄関に回収ボックスがあります。） 

プリンターのインクカートリッジ⇒PTAで回収（職員玄関に回収ボックスがあります。） 

ベルマーク⇒ＰＴＡで回収（回収日前に、各クラスで封筒を配布します。） 

 御協力、よろしくお願い致します。 

  

 

参観の際は、児童の活動を優先してい
ただけますようご協力お願いします。

なお、すいているお店にはぜひ参加く
ださい。 


